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情報学等を専攻する 2 年生以上の修士学生 
調査方法：インターネットによるアンケート調査 
調査期間：2008 年 10 月 22 日から 2008 年 11 月 16 日 




（注２） 進路未定や不明は 55 人（2.2%）と、調査時には回答者の大部分が既に進路を決
定しています。 










科学技術政策研究所 第１調査研究グループ  
担当：加藤、茶山 





は 32.0%であり、高等教育機関間を移動した学生の割合は 19.8%でした。 
 
（２） 専攻分野によって移動状況は異なっています。機関間を移動して進学し









   



































































中央教育審議会の答申（新時代の大学院教育答申 平成 17 年 中央教育審議
会）は、日本の高等教育システムが、学生が「高度な研究水準にある大学院等
で教育・研究指導を受ける」機会や、「異なる学修歴を持つ学生」と接する環
境を提供することの必要性を描いています。本結果は、これらが近年着実に進
展しつつある実態を示唆しています。しかし、このような流動化によって、学
生が「互いに切磋琢磨しながら自らの能力を磨いていく教育研究環境」（同答
申）が作り出されているかどうかを知るためには、今後の探究を待つ必要があ
ると考えられます。 
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